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治
山
課
長

　
浪
速
　
昭
彦

　
　
新
緑
の
好

季
節
を
迎
え
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
は
、
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、

治
山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
本
県
の
森
林
・
林
業
の
発
展

に
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
方
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
森

林
に
対
す
る
県
民
の
ニ
ー
ズ
は
、
ま

す
ま
す
多
様
化
し
、
最
近
で
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
、
貯
蔵
機
能
が
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
の
林
業
白
書
に
よ
り

ま
す
と
、
我
が
国
の
森
林
に
は
十
四

億
㌧
の
炭
素
が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、

更
に
毎
年
二
千
七
百
万
㌧
が
吸
収
さ

れ
る
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
全
国
の

自
家
用
車
四
千
五
百
万
台
が
排
出
す

－ 2 －

る
二
酸
化
炭
素
量
に
匹
敵
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
吸

収
量
は
大
部
分
が
人
工
造
林
だ
そ
う

で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
間
伐
材
の

搬
出
経
費
を
補
助
対
象
に
す
る
な
ど

間
伐
を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
広
葉
樹
林
や
複
層
林
等
多
様
な

森
林
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
安
林
の
適
正
な
配
備
・

管
理
と
、
秩
序
あ
る
林
地
開
発
を
指

導
す
る
と
と
も
に
山
地
災
害
の
未
然

防
止
と
災
害
跡
地
の
早
期
復
旧
、
水

源
地
域
で
の
水
源
か
ん
養
機
能
の
強

化
、
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
柱
と

し
て
総
合
的
な
治
山
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
林
業
経
営

及
び
山
村
の
振
興
を
図
る
た
め
、
計

画
的
に
林
道
の
開
発
等
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
実
施
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
格
段
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
推
進
、
小
中
学
生
を
は
じ
め
と
し

た
教
育
・
学
習
の
充
実
な
ど
各
種
施

策
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
県

に
お
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
林
業
の
振
興
と
森
林
の
維

持
管
理
に
必
要
な
担
い
手
対
策
等
、

各
分
野
で
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

　
木
材
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

品
質
・
規
格
の
安
定
し
た
質
の
高
い

製
材
品
の
生
産
や
県
産
材
の
需
要
拡

大
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
林
業
労
働
力
の
確
保

対
策
と
し
て
「
林
業
労
働
力
確
保
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
核
に
新
規
就
業
か

ら
実
際
に
活
躍
す
る
ま
で
の
一
連
の

支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
山
村
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
複
合
経
営
の
基
幹
作
目

で
あ
る
乾
し
い
た
け
の
生
産
体
制
を

整
備
す
る
岡
山
ブ
ラ
ン
ド
き
の
こ
振

興
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ

め
、
市
町
村
等
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
支

援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　　
　
　
　
農
林
水
産
部
参
与

（
林
政
課
長
）

　
桐
野
　
三
範

　
新
緑
の
候
を

迎
え
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
ま

す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ

り
林
政
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
就
任
に
あ
た
り
一
言
御
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
御
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
森
林

に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
、
木
材
生

産
だ
け
で
な
く
、
公
益
的
機
能
の
高

度
発
揮
な
ど
、
一
段
と
多
様
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
「
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
官
民
を
挙

げ
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野
に

お
い
て
は
、
森
林
を
健
全
で
活
力
あ

る
状
態
に
保
ち
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
・
貯
蔵
庫
と
し
て
の
働
き
を
高

度
に
発
揮
さ
せ
る
ほ
か
、
木
材
利
用

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
ご
あ
い
さ
つ
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試
験
場
の
試
験
研
究
も
多
様
化
し
、

県
民
の
皆
様
の
要
望
に
応
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
場
の
試
験
研
究
の

方
向
は
①
広
葉
樹
を
生
か
し
た
資
源

造
成
、
②
林
業
生
産
費
の
低
減
、
③

特
用
林
産
物
の
生
産
振
興
、
④
森
林

の
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮
の
四
基

軸
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
特
に
育
林
経
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
労
働
力
対
策
の
両
面
か
ら
高
性
能

林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、

ま
た
、
山
村
の
地
域
お
こ
し
の
基
幹

作
目
と
し
て
の
野
生
き
の
こ
の
栽
培

化
の
研
究
、
さ
ら
に
山
火
事
跡
地
に

お
け
る
、
早
期
緑
化
技
術
の
確
立
は

最
重
点
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ん
で
も
ら
う
開
か
れ
た
試
験
場
を
目

指
し
て
、
平
成
三
年
か
ら
様
々
な
施

設
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
試
験
研
究
や
研
修
だ
け
で
な
く
、

気
軽
に
森
林
浴
や
自
然
を
楽
し
め
る

施
設
と
し
て
、
岡
山
の
森
郷
土
樹
木

園
、
竹
林
展
示
園
、
山
菜
薬
草
木
園

等
平
成
九
年
三
月
末
で
完
了
し
ま
し

た
。
皆
様
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
林
業
試
験
場
長

　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
昭
彦

　
新
緑
の
季
節

を
迎
え
、
会
員

の
皆
様
が
た
に

は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
林
業

試
験
場
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
任
の
農
林
水
産
部
林
声
課
で
は

皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
森
林

に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
、
木
材
生

産
の
ほ
か
、
県
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
保
健
文
化
等
の
多
面
的
機

能
の
高
度
発
揮
な
ど
、
一
段
と
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
林
業
全
般
を
取

り
巻
く
諸
情
勢
は
、
国
産
材
需
要
の

減
少
、
輸
入
木
材
製
品
の
増
加
や
担

い
手
の
減
少
等
が
続
い
て
お
り
、
適

正
な
森
林
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な

る
事
態
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
林
業

列
状
間
伐
の
伐
出

　
　
コ
ス
ト
に
つ
い
て

　
林
業
試
験
場
が
平
成
十
年
十
二
月

に
新
庄
村
で
行
っ
た
列
状
間
伐
の
功
程

調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
両
者
の
生
産
コ
ス
ト
等
の
比
較
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
列
状
間
伐
区
は

定
性
間
伐
区
に
比
べ
伐
採
材
積
、
利

用
率
と
も
に
低
か
っ
た
の
で
、
経
費

合
計
を
丸
太
材
積
で
割
っ
た
立
方
㍍

当
た
り
の
生
産
経
費
は
若
干
定
性
間

伐
よ
り
少
な
い
程
度
で
す
が
、
伐
採

木
を
伐
木
造
材
処
理
し
た
と
い
う
考

え
方
を
す
れ
ば
、
列
状
間
伐
区
は
定

性
間
伐
区
に
比
べ
約
二
千
円
安
く
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
生
産
額
か
ら
生
産
経
費
を

差
し
引
い
た
利
益
を
丸
太
生
産
量
で

割
っ
た
立
方
㍍
当
た
り
の
利
益
は
、

列
状
間
伐
の
方
が
二
千
円
近
く
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
労
働
生
産
性
の
高

い
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
た
列
状

間
伐
は
、
森
林
所
有
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
今
後
積
極
的
に
普
及
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
前
林
業
専
門
技
術
員
　
芦
田
素
廣

定性間伐 
73.44

44.499
60.6

1,008,197
22,666

355,000
101,601
42,000

  －
20,500
30,245

140,171
63,516
30,370
5,067

788,470
50,409

169,318
10,736
17,719
3,804

195

項　　　目 
伐 採 立 木 材 積 �
丸 太 生 産 量 �
利 　 用 　 率 
生 　 産 　 額 
平 均 単 価 
労 賃 �
付 帯 人 件 費 �
機 械 使 用 料 �
機械消却管理等経費�
機 械 回 送 費 �
組 合 手 数 料 �
素 材 運 搬 費 �
市 場 手 数 料 �
市 場 は い 積 料 �
そ 　 の 　 他 �
経 費 合 計 �
戻 し 消 費 税 �
差 引 利 益 �
伐採搬出経費／k

　�
差 引 利 益 ／ k �
※総作業時間（人工数×時間）�



（k）�
（k）�
（％）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
（円）�
�
（円）�

�

列状間伐 
51.48

25.855
50.2

636,562
24,620

118,800
34,001
－

 103,886
42,000
19,096
81,585
38,194
16,835
2,750

457,147
31,828

147,587
8,880

17,681
5,708

58

　　　　　備　　考
①
②

③


286／1,000



生産額＊３％
＠3,000円
＠６％
＠650円

④

⑤
④÷①
④÷②
⑤÷②
　　�

表　列状間伐と定性間伐の生産コスト等の比較�
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チ
ョ
ウ
は

雌
雄
異
株

で
す
が
、

雌
木
で
若

干
小
ぶ
り

の
実
を
毎

年
無
数
に

結
実
し
ま

す
。

　
久
米
南

町
の
木
も

イ
チ
ョ
ウ

で
、
ギ
ン
ナ
ン
は
、
町
の
特
産
振
興

作
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
誕
生
寺
は
、
法
然
上
人
の
生
家
跡

に
建
立
さ
れ
た
寺
で
、
境
内
に
は
イ

チ
ョ
ウ
の
他
に
も
、
法
然
の
誕
生
の

際
に
、
西
の
空
か
ら
白
い
幡
が
二
本

飛
来
し
て
き
た
と
の
伝
説
の
「
両
幡

の
ム
ク
の
木
」
等
、
様
々
な
見
ど
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
山
門
、
御
影
堂
、
阿
弥
陀
堂
を
は

じ
め
、
別
院
に
は
浄
土
院
が
あ
り
、

七
堂
伽
藍
が
立
ち
並
ぶ
壮
麗
な
姿
。

な
か
で
も
、
木
堂
の
御
影
堂
、
山
門

は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
由
緒
あ
る
伝
統
建
築
で
す
。

　
中
国
自
然
歩
道
ル
ー
ト
で
す
の

で
、
一
度
ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
交
通
の
便
》

　
Ｊ
Ｒ
津
山
線
で
岡
山
駅
か
ら
約
一

時
間
、
津
山
駅
か
ら
約
三
〇
分
の
誕

　
「
誕
生
寺
の
大
イ
チ
ョ
ウ
」
は
、

久
米
郡
久
米
南
町
里
方
字
栃
社
地
内

の
誕
生
寺
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。

　
推
定
樹
齢
は
八
五
〇
年
。
目
通
り

幹
周
囲
五
・
九
㍍
、
樹
高
十
㍍
で
、

枝
張
り
の
広
が
り
は
圧
巻
で
、
十
数

本
の
支
柱
で
そ
の
重
み
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
岡
山
県
指
定
天
然
記
念
物
に
昭
和

二
七
年
四
月
一
日
付
け
、
久
米
南
町

指
定
重
要
文
化
財
に
も
昭
和
三
二
年

二
月
二
六
日
付
け
で
、
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
山
の
名
木
百
選
に
も
選

ば
れ
、
継
続
的
に
保
護
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

百
選
は
、
平
成
四
年
度
に
苫
津
・
久

米
普
及
指
導
区
の
Ag
が
市
町
村
・
市

町
村
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
調
査
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
選
定

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
地
域
の

人
々
に
親
し
ま
れ
、
崇
め
ら
れ
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
巨

樹
老
樹
で
あ
る
が
ゆ
え
の
外
観
の
迫

力
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
初
期

に
浄
土
宗
を
開
い
た
法
然
上
人
に
縁

の
樹
木
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
り
ま

す
。

　
法
然
は
久
米
の
治
安
維
持
を
つ
か

さ
ど
る
押
領
使
、
漆
間
時
国
の
長
子

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃

父
時
国
が
夜
襲
を
受
け
、
臨
終
の
際

の
「
汝
、
会
稽
の
恥
を
お
も
い
、
敵

人
を
恨
む
事
勿
れ
」
と
復
讐
を
禁
じ

る
遺
言
に
従
い
、
法
然
は
九
歳
か
ら

奈
義
町
菩
提
寺
に
て
修
行
し
、
十
五

歳
の
春
、
比
叡
山
に
出
家
に
旅
立
ち

ま
し
た
。
出
家
に
あ
た
っ
て
、
母
に

別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
帰
省
す
る
際

に
、
菩
提
寺
か
ら
杖
と
し
て
持
ち

帰
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
を
屋
敷
の
庭

に
差
し
込
ん
だ
も
の
が
生
育
し
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
幹
が
逆
円
錐
形
に
太
る
こ
と
か
ら

「
逆
木
の
公
孫
樹
」
と
も
呼
ば
れ
、

扇
状
に
四
方
へ
伸
び
る
枝
や
幹
に
は

「
乳
」
と
呼
ば
れ
る
気
根
様
の
瘤
が

多
数
垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
イ

生
寺
駅
で
下
車
、
徒
歩
約
一
〇
分
。

　
自
動
車
で
は
、
国
道
五
三
号
線

で
、
岡
山
か
ら
約
一
時
間
、
津
山
か

ら
約
二
〇
分
。

（
久
米
普
及
指
導
区
Ag
小
川
章
子
）

１�
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ぎんなん栽培先進地研修
（新潟県）

ぎんなん植栽自主研修

一
、
は
じ
め
に

　
高
梁
普
及
指
導
区
を
含
む
中
山
間
地

域
で
は
、
経
済
の
高
度
成
長
・
都
市
化

の
進
行
等
の
中
で
、
若
年
層
を
中
心
と

し
て
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
過

疎
化
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
備
中
町
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
率
が
四
十
・
九
％
と
県
下
一
位
の
状

態
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中
山
間

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活

性
化
に
加
え
て
、
特
産
品
の
開
発
等
の

取
組
を
推
進
し
て
、
就
業
・
所
得
機
会

を
創
出
し
、
後
継
者
の
定
住
と
育
成
を

行
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
備
中
町
で

は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
活
力
と
豊

か
さ
を
目
指
す
町
づ
く
り
を
行
う
た
め

に
、
平
成
十
年
に
「
び
っ
ち
ゅ
う
ふ
る

里
興
し
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
戦

略
」
を
策
定
し
、
新
た
な
る
特
産
品
の

開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
特
産
品
の
中
か
ら
、
町
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ぎ
ん
な
ん

栽
培
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二
、
内
　
　
容

　
岡
山
県
内
に
お
い
て
イ
チ
ョ
ウ
は
、

寺
社
の
境
内
や
街
路
樹
で
な
じ
み
が
あ

り
ま
す
が
、
ぎ
ん
な
ん
栽
培
と
な
れ
ば

歴
史
は
浅
く
、
栽
培
技
術
が
確
立
さ
れ

　
普
及
指
導
最
前
線

地
域
特
産
品
開
発
の
新
た
な
る
取
組
に
つ
い
て

て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ぎ
ん
な
ん
栽
培
に
は
、
果

樹
栽
培
に
は
欠
か
せ
な
い
病
害
虫
防
除

や
摘
果
の
必
要
が
な
い
な
ど
、
省
力
性

に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
栽
培
の
有
利
性
か
ら
ぎ

ん
な
ん
栽
培
を
備
中
町
の
特
産
品
開
発

の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
生
産
組
合
を

組
織
化
し
て
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
国

庫
補
助
事
業
に
よ
る
特
用
林
産
振
興
総

合
対
策
事
業
に
よ
り
、
一
〇
㌶
、
四
〇

〇
〇
本
の
ぎ
ん
な
ん
栽
培
団
地
造
成
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
す
る
ぎ
ん
な
ん
苗
木
の
「
喜

平
」
は
、
福
岡
県
の
苗
木
業
者
の
登
録

品
種
で
、
在
来
種
に
比
べ
て
果
実
が
大

き
く
、
全
国
的
に
未
だ
普
及
さ
れ
て
い

な
い
品
種
で
、
市
場
で
も
高
値
で
取
り

引
き
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

本
格
的
な
栽
培
に
先
立
ち
、
普
及
指
導

区
に
お

い
て
、

栽
培
技

術
の
検

討
の
た

め
、
高

梁
美
し

い
森
に

お

い

て
、
自

主
研
修
に
よ
り
ぎ
ん
な
ん
苗
木
を
普
及

指
導
職
員
全
員
で
植
栽
し
栽
培
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
組
合
の
組
織
化
・
運
営

の
勉
強
の
た
め
、
普
及
指
導
職
員
が
、

ぎ
ん
な
ん
に
よ
る
地
域
振
興
を
試
み
て

い
る
先
進
地
で
あ
る
新
潟
県
・
福
岡
県

に
出
張
し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
栽
培
指
導
機
関
の
連
携
を

図
る
た
め
に
、
備
中
町
・
森
林
組
合
・

農
協
・
普
及
指
導
職
員
等
で
技
術
者
連

絡
協
議
会
を
組
織
し
て
、
苗
木
業
者
や

先
進
地
に
お
い
て
研
修
を
行
い
、
備
中

町
に
お
け
る
栽
培
指
針
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

三
、
お
わ
り
に

　
ぎ
ん
な
ん
栽
培
は
、
過
疎
・
高
齢
化

の
進
む
備
中
町
に
と
っ
て
、
町
お
こ
し

の
た
め
の
最
後
の
切
り
札
で
あ
り
、
若

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
を
呼
び
起
こ
さ
せ

る
取
り
組
み
と
し
て
各
方
面
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
技
術
者
連
絡
協
議
会
や
普

及
指
導
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
ぎ
ん

ぎんなん植栽研修（福岡県）

な
ん
植
栽
の
指
導
、
栽
培
暦
の
作
成
、

収
穫
の
方
法
、
加
工
方
法
、
出
荷
販
売

ル
ー
ト
の
開
拓
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
高
梁
普
及
指
導
区
Ag
高
冨
　
玄
）
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「
製
材
品
の
人
工
乾
燥
が
必
要
で

あ
る
。
」
と
い
う
論
調
の
記
事
や
評

論
に
、
読
者
の
方
々
は
こ
こ
一
〇
年

間
に
数
多
く
接
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

と
思
う
。
し
か
し
、
現
状
は
乾
燥
材

が
定
着
し
た
と
言
え
る
状
況
に
は
な

い
。
そ
し
て
残
念
な
が
ら
、
乾
燥
材

の
普
及
を
阻
害
す
る
原
因
の
一
部

は
、
乾
燥
材
の
生
産
者
、
流
通
業
者

さ
ら
に
は
木
材
を
使
用
す
る
建
築
業

者
自
ら
の
意
識
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
第
一
図
は
木
造

軸
組
住
宅
に
お
け

る
上
棟
後
の
柱
材

の
寸
法
変
化
を
示

し
た
も
の
で
あ

る
。
未
乾
燥
の
心

去
り
ベ
イ
ツ
ガ
材
に
は
八
年
後
に
六

％
の
収
縮
が
生
じ
て
い
る
。
一
二
〇

㍉
角
で
あ
れ
ば
実
に
七
㍉
以
上
の
収

縮
で
あ
る
。
心
持
ち
ヒ
ノ
キ
柱
材
で

は
八
年
後
の
収
縮
は
、
未
乾
燥
材
で

約
三
％
、
乾
燥
材
で
そ
の
半
分
の

一
・
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
材

で
も
、
上
棟
後
か
ら
約
二
ヵ
月
時
点

の
内
装
開
始
ま
で
に
生
じ
た
寸
法
変

化
は
、
八
年
後
に
生
じ
た
寸
法
変
化

　
第
二
図
は
、
木
造
住
宅
に
お
い
て

竣
工
後
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
種

類
を
、
乾
燥
材
を
使
用
し
た
場
合
と

未
乾
燥
材
を
使
用
し
た
場
合
と
で
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
乾
燥
材
を
使

用
し
た
住
宅
で
も
四
〜
五
年
後
に
ト

ラ
ブ
ル
は
発
生
し
た
が
、
最
大
で
も

二
種
類
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
未
乾
燥
材
を
使
用
し
た
住
宅

で
は
、
竣
工
直
後
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
始
め
、
最
大
で
八
種
類
に
達

し
た
住
宅
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
乾
燥

材
を
使
用
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、

住
宅
の
品
質
に
顕
著
な
差
が
あ
る
こ

と
が
明
確
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
製

材
業
界
は
十
分
な
量
の
高
品
質
乾
燥

材
を
提
供
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い

し
、
建
築
業
界
も
乾
燥
材
を
十
分
に

用
い
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
一
方
施

主
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
不
可
避

な
住
宅
を
提
供
さ
れ
る
と
は
、
全
く

想
定
し
て
い
な
い
。
我
々
が
自
家
用

車
を
購
入
す
る
際
、
故
障
す
る
の
が

解
り
き
っ
て
る
も
の
を
選
択
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ

て
も
、
最
低
限
の
基
本
性
能
は
担
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
当
然
で

あ
る
。

　
木
材
関
連
業
界
に
こ
の
点
を
ぶ
つ

け
る
時
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

乾
燥
コ
ス
ト
を
根
拠
に
し
た
反
論
に

遭
遇
す
る
。
す
な
わ
ち
、
乾
燥
コ
ス

ト
が
回
収
で
き
な
い
か
ら
高
品
質
な

乾
燥
材
を
生
産
で
き
な
い
し
、
使
用

で
き
な
い
の
だ
と
言
う
論
旨
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
業
界
内
部
に
ど
ん

な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
建
築
用
材

を
提
供
す
る
者
の
究
極
の
目
的
は
、

施
主
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
」
と
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
。

こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
乾
燥
材
生
産

に
対
し
て
取
る
べ
き
対
応
は
明
確
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ

ろ
う
か
。

の
二
〇
％
以
下
に
過
ぎ
な
い
。
図
示

は
し
て
い
な
い
が
、
上
棟
後
か
ら

八
ヵ
月
を
経
過
し
た
竣
工
時
で
さ
え

も
、
こ
の
値
は
五
〇
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
で
も

よ
く
耳
に
す
る
「
上
棟
時
に
未
乾
燥

材
を
使
用
し
て
も
、
建
築
期
間
中
に

十
分
乾
燥
が
進
行
す
る
た
め
何
ら
支

障
は
な
い
。
」
と
す
る
論
旨
は
、
根

拠
に
欠
け
る
。

第１図　柱材断面の上棟後の寸法変化

第２図　竣工後に発生したトラブルの推移
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岡
山
普
及
指
導
区
に
は
、
約
五
万

四
千
㌶
の
森
林
が
あ
り
ま
す
が
、
南

部
と
北
部
で
は
、
自
然
的
、
経
済
的

及
び
社
会
的
条
件
が
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

林
業
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
御
津
郡
三
町
の
本
部
地
域
は
人
工

造
林
の
進
ん
だ
林
業
地
帯
で
す
が
、

林
業
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
林

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
南
部
地
域
は
ア
カ
マ
ツ
や

広
葉
樹
を
主
体
と
し
て
お
り
、
森
林

の
持
つ
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
松
く
い
虫
防
除
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
山
火
事
予
防
の
啓
蒙

や
、
美
し
い
森
づ
く
り
運
動
を
展
開

し
、
健
全
な
森
林
の
維
持
造
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
四
月
か
ら
新
た
な
メ

ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
、
九
名
の

林
業
改
良
指
導
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
玉
　
木
　
正
　
夫①

地
区
主
任

②
木
工

③
林
業
機
械
の
こ

と
は
私
に
聞
い
て

く
だ
さ
い
。

　
末
　
田
　
　
　
晃①

岡
山
市
東
部

②
山
登
り

③
今
ま
で
の
知
識

を
活
か
し
て
普
及

を
行
い
た
い
。

　
今
　
津
　
　
　
学①

岡
山
市
西
部

②
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー

③
初
め
て
県
南
に

来
ま
し
た
。

　
池
　
田
　
昌
　
智①

玉
野
市
灘
崎
町

②
ド
ラ
イ
ブ

③
森
林
の
造
成
、

管
理
、
利
用
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

　
井
　
上
　
昌
　
則①

長
船
町

②
ツ
ー
リ
ン
グ

③
県
南
の
方
々
に

森
林
林
業
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
た
い
。

　
筒
　
井
　
政
　
紀①

御
津
町

②
旅
行

③
四
月
に
二
人
目

の
子
供
が
産
ま
れ

張
り
き
っ
て
い
ま

す
。

　
上
　
野
　
和
　
俊①

建
部
町

②
サ
イ
ク
リ
ン
グ

③
キ
ノ
コ
鑑
定
が

得
意
で
す
。

　
牧
　
野
　
俊
　
輔①

加
茂
川
町

②
つ
り

③
再
び
岡
山
普
及

指
導
区
へ
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

注
　
①
担
当
区
②
趣
味
③
コ
メ
ン
ト

　
有
　
田
　
美
　
和①

邑
久
町

②
演
劇
鑑
賞

③
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
こ
と
は
任

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
森
林
・
林
業
に
関
す
る
相
談
、
質

問
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岡
山
市
弓
之
町
六
の
一

岡
山
地
方
振
興
局
森
林
課
内

岡
山
林
業
改
良
指
導
員
駐
在
所

電
話
〇
八
六
―
二
二
四
―
三
一
四
一

（
岡
山
普
及
指
導
区
Ag
筒
井
政
紀
）



平成11年５月１日 り　ん　せ　い 第 345 号

　

－8－－ 8 －

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

　
冬
の
間
閉
園
さ
れ
て
い
た
岡
山
県

立
森
林
公
園
（
苫
田
郡
奥
津
町
上
斎

原
村
）
が
、
四
月
一
八
日
に
開
園
し

ま
し
た
。

　
森
林
公
園
は
鳥
取
県
と
の
県
境
、

中
国
山
地
に
位
置
し
、
面
積
は
三
三

四
㌶
、
標
高
は
八
四
〇
ｍ
〜
一
、
一

〇
〇
ｍ
あ
り
ま
す
。

　
公
園
内
の
森
林
の
大
部
分
は
、
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹

が
占
め
、
一
部
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
な

ど
の
針
葉
樹
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
渓
流
沿
い
の
湿
原
で
は
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
、
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
な
ど
が

観
察
で
き
ま
す
。

　
森
林
公
園
は
五
月
の
上
中
旬
に

は
、
新
緑
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

　
森
林
の
中
で
充
実
し
た
日
を
過
ご

し
て
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
問
い
合
せ
先
　

　
森
林
公
園
管
理
事
務
所

　
電
話（
〇
八
六
八
）五
二
―
〇
九
二
八

　
　
　
県
立
森
林
公
園
が
オ
ー
プ
ン
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水
戸
の
偕
楽
園
、
金
沢
の
兼
六
園

と
と
も
に
日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
岡
山
後
楽
園
は
、
岡

山
藩
主
、
池
田
綱
政
公
が
閑
谷
学
校

の
造
営
や
百
間
川
の
開
削
、
沖
新
田

の
開
発
な
ど
で
知
ら
れ
る
岡
山
藩
郡

代
、
津
田
永
忠
に
命
じ
て
十
四
年
の

歳
月
を
費
や
し
、
元
禄
十
三
年
（
西

暦
一
七
〇
〇
年
）
に
完
成
し
た
江
戸

時
代
を
代
表
す
る
庭
園
で
す
。

　
後
楽
園
は
、
主
建
物
で
あ
る
延
養

亭
を
中
心
に
岡
山
城
や
操
山
を
借
景

と
し
て
取
り
入
れ
、
歩
き
な
が
ら
移

り
変
わ
る
景
色
を
楽
し
む
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
旭
川
の
清
ら
か

な
水
を
引
き
入
れ
た
曲
水
や
池
、
築

山
や
芝
生
な

ど
を
優
雅
に

配
置
し
た
林

泉
回
遊
式
庭

園
で
す
。

　
明
治
十
七

年
に
池
田
家

か
ら
岡
山
県

　
庭
園
の
こ
こ
ろ
、
新
世
紀
へ

　
　
　
お
か
や
ま
後
楽
園
三
〇
〇
年
祭
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す
。

に
寄
贈
さ
れ
、
以
来
、
四
季
を
通
じ

て
県
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
後
楽
園
が
、
平
成
十
二
年

（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）
に
築
庭
三
〇

〇
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念

し
て
岡
山
後
楽
園
の
魅
力
や
歴
史
的

文
化
的
価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
新
世
紀
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
平
成
十
二
年
を
通
し
て
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
一
年
に
は
、
後
楽

園
の
四
季
貝
合
わ
せ
、
後
楽
園
た
き

ぎ
能
、
名
月
鑑
賞
会
、
後
楽
園
風
景

の
写
真
展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
後
楽

園
特
別
展
な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
七
〇
〇
│
八
五
七
〇

岡
山
市
内
山
下
二
丁
目
四
│
六

お
か
や
ま
後
楽
園
三
〇
〇
年
祭

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話
〇
八
六
│
二
二
四
│
二
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
三
五
一
六

西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
る
十
二
月
三
一
日

深
夜
か
ら
、
参
加
者
と
共
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
行
い
ま
す
。�

忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
事
始
め
・
お
正
月
催
事

を
園
内
施
設
を
利
用
し
て
再
現
し
ま
す
。�

江
戸
時
代
、
流
店
を
舞
台
に
園
内
で
行
わ
れ

て
い
た
曲
水
の
宴
を
再
現
し
ま
す
。�

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
園
内
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。�

日
本
庭
園
及
び
県
民
か
ら
公
募
し
た
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
す
。�

外
苑
遊
歩
道
に
県
民
か
ら
公
募
し
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
た
短
冊
を
つ
け
た
風
鈴
を
飾
り

ま
す
。�

園
内
を
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
幽
玄
、

幻
想
的
な
後
楽
園
を
創
出
し
ま
す
。�

外
国
の
庭
園
文
化
と
の
比
較
の
中
で
庭
園
と

生
活
と
の
新
し
い
関
わ
り
方
を
探
り
ま
す
。�

現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
を
園
内

外
に
配
置
し
、
そ
れ
を
通
し
て
後
楽
園
を
見

直
し
ま
す
。�

築
庭
三
〇
〇
年
の
後
楽
園
史
を
編
纂
し
ま
す
。

後
楽
園
の
樹
木
・
草
花
の
種
子
や
苗
を
配
布

し
、
里
親
と
し
て
育
て
て
も
ら
い
、
後
楽
園

と
緑
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。�

後
楽
園
内
の
開
放
さ
れ
た
芝
生
に
野
外
劇
場

を
設
置
し
、
郷
土
芸
能
や
各
種
発
表
会
な
ど

の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。�

�

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

�
��

事
始
め
・
お
正
月
催
事�
�

曲

水

の

宴

�
�

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト�

�

庭
園
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン�

��

風

の

通

り

道

�
��

幻
想
庭
園
の
創
出

�
�

庭
園
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

�

空

間

ア

ー

ト

�
�

後

楽

園

史

の

編

纂

�
�

後
楽
園
苗
木
里
親
ま
ち
づ
く
り�

��

野

外

劇

場

�
�

秋� 夏� 春� 冬� 記
念
事
業
の
概
要
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （4月下旬）�  木　材（4月下旬）�

 �
 乾しいたけ（4月下旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

30－35

20－22

18－20

22－24

35－40

40－45

55－60

70－90

35－40

45－50

60－70

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

40－45

23－25

33－35

40－45

40－42

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

40－45

33－35

20－22

28－30

60－63

60－70

110－150

180－200

70－73

110－150

180－200

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

50－55

30－35

45－50

70－75

70－75

10.5

12.0

〃  

13.5

〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

85－90

105－110

120－140

90－95

100－120

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

23－25

25－27

25－30

65－70

33－37

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）  6－ 8 

（本）12－20  

180－200

150－200

250－300

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－10
11－13
14－16
18上
７－10
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
平　均� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

－
18
24
22
－
16
－
20
26
－

14
33
36
35
－
24
－
33
58
47

－
－
13
11
－
－
17
14
－
－

48
48
31
33
25
27
58
58
45
34
27
14

61
61
57
55
53
39
78
71
59
59
46
37

　

編
集
後
記

◯
平
成
十
一
年
度
最
初
の
「
林
声
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
度
も
ご
愛

読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◯
隔
月
毎
の
発
行
で
紙
面
も
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
県
内
の
森
林
・
林

業
を
め
ぐ
る
情
報
の
ほ
か
、
各
地
域

の
現
場
の
情
報
を
掲
載
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◯
次
回
は
、
七
月
一
日
の
発
行
予
定

で
す
。
（
B
）


